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平
成
二
十
六
年
度 

総

合

問

題 
（
文
学
科 

日
本
語
日
本
文
学
専
攻
） 

 

9:30
 
 

～ 
 

11:00 

    
 

 
 

注
意
事
項 

１ 

試
験
開
始
の
合
図
が
あ
る
ま
で
、
問
題
冊
子
、
解
答
用
紙
に
手
を
触
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

２ 

こ
の
問
題
冊
子
は
12
ペ
ー
ジ
で
、
解
答
用
紙
は
２
枚
あ
り
ま
す
。 

３ 

試
験
開
始
の
合
図
が
あ
っ
た
ら
、
ま
ず
ペ
ー
ジ
数
、
枚
数
を
確
認
し
（
足
り
な
い
場
合
は
、
手
を
挙
げ

て
監
督
者
に
知
ら
せ
る
こ
と)

、
全
部
の
解
答
用
紙
に
受
験
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

４ 

試
験
中
に
、
印
刷
の
不
鮮
明
な
箇
所
や
ペ
ー
ジ
の
脱
落
な
ど
に
気
づ
い
た
場
合
は
、
手
を
挙
げ
て
監
督

者
に
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。 

５ 

解
答
は
、
解
答
用
紙
の
所
定
の
欄
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

６ 

こ
の
問
題
冊
子
に
あ
る
余
白
の
ペ
ー
ジ
は
、
下
書
き
な
ど
に
利
用
し
て
か
ま
い
ま
せ
ん
。 

７ 

試
験
終
了
後
、
問
題
冊
子
と
受
験
票
は
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。 
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一 
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

  
 

                               

【
省
略
】 
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【
省
略
】 
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（
ミ
ル
著
、
斉
藤
悦
則
訳
『
自
由
論
』
二
〇
一
二
年
、
光
文
社
、
139
～
144
ペ
ー
ジ
よ
り
） 

 
 問

一 
 

 

部
①
～
⑤
の
漢
字
の
読
み
を
平
仮
名
で
書
き
な
さ
い
。 

問
二 

 
 

部
ア
「
こ
の
フ
ン
ボ
ル
ト
の
言
葉
の
意
味
が
理
解
で
き
る
人
は
、
ド
イ
ツ
以
外
の
国
で
は
ほ
と
ん

ど
い
な
い
」
に
つ
い
て
、
「
フ
ン
ボ
ル
ト
の
言
葉
」
の
内
容
と
、
そ
れ
に
対
す
る
ミ
ル
の
考
え
を
、
本
文

の
言
葉
を
用
い
て
一
〇
〇
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。 

問
三 

 
 

部
イ
「
人
類
が
経
験
に
よ
っ
て
得
た
成
果
」
と
ほ
ぼ
同
じ
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
語
を
本
文
中
か

ら
十
二
字
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。 

問
四 

 
 

部
ウ
「
そ
う
い
う
推
定
」
と
は
ど
の
よ
う
な
推
定
か
、
本
文
中
の
言
葉
を
使
っ
て
五
十
字
以
内
で

説
明
し
な
さ
い
。 

問
五 

 
 

部
エ
「
猿
の
よ
う
な
模
倣
能
力
」
を
本
文
中
の
語
を
使
っ
て
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。 

問
六 

 
 

部
オ
の
「
文
明
度
の
高
い
地
域
に
現
在
住
ん
で
い
る
男
女
」
が
「
自
然
が
育
て
う
る
存
在
の
な
か

で
明
ら
か
に
も
っ
と
も
弱
々
し
い
種
族
」
な
の
は
な
ぜ
か
、
そ
の
理
由
を
本
文
の
内
容
に
即
し
て
五
十
字

以
内
で
述
べ
な
さ
い
。 

問
七 

『
自
由
論
』
が
出
版
さ
れ
た
一
九
世
紀
の
半
ば
は
、
欧
米
で
も
日
本
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
の
変
革
が

起
こ
り
ま
し
た
。
こ
の
時
期
（
一
八
三
〇
年
代
～
一
八
六
〇
年
代
）
に
起
こ
っ
た
日
本
史
、
世
界
史
上
の

主
な
出
来
事
を
二
つ
挙
げ
な
さ
い
。 

【
省
略
】 
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問
八 
次
の
漢
文
は
本
文
―
―
部
Ａ
の
段
落
を
中
国
の
思
想
家
の
厳
復
が
一
九
〇
三
年
に
漢
訳
し
た
も
の
で

す
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
(1)
～
(4)
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

  
 

 

身ハ 

為ル

ニ

文

明

之

民ト
  

将

不

独

所

行

者

為

不

可

忽

也
。

其ノ  

 
 

所

 
 

●

以

 
 

● 

行フ

之ヲ 
者ハ

、

尤
も
っ
と
モ

不ル

可カ

ラ

以テ 

苟こ
う

然ぜ
ん

タ
ル

也
。

今

夫ノ 

生

人

之

業ハ

、

 

所

謂

い

は

ゆ

る 

継ギ

善ヲ 

成な
シ

テ

性ヲ 
以テ 

事フ
ル

天ニ 

者ニ

、シ
テ

能

 
 

●

理を
さ

メ
テ

万

物ヲ

而

整

斉シ 

修

美ス
ル

之ヲ

也
。

然シ
テ

其ノ 

事

必ズ 

以テ

修メ

テ

身ヲ 

成ス

ヲ

物ヲ 

為ス

之こ
れ
ガ

本ト
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
ミ
ル
著
、
厳
復
訳
『
群
己
権
界
論
』
よ
り
作
成
） 

  
 

 

注 

苟
然 

…
… 

お
ろ
そ
か
だ
。
な
お
ざ
り
だ
。 

 
 

 
 

 

生
人
之
業 

…
… 

人
間
た
る
者
の
つ
と
め
。 

 
 

 
 

 

成
性 

…
… 

性
格
を
完
成
さ
せ
る
。 

 
 

 
 

 

成
物 

…
… 

自
分
以
外
の
物
事
に
対
し
て
貢
献
す
る
。 

  

(1) 

・
印
で
示
し
た
「
所
以
」
「
能
」
の
送
り
仮
名
を
含
め
た
読
み
を
そ
れ
ぞ
れ
記
し
な
さ
い
（
現
代
仮
名

遣
い
で
も
よ
い
）
。 

 

(2) 

削
除 

 

 

(3) 

削
除 

 

(4) 

―
―
部
Ｃ
は
中
国
の
伝
統
的
な
価
値
観
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
本
文
の
内
容
と
は
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
異

な
っ
て
い
ま
す
。
両
者
の
相
違
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
な
さ
い
。 

 

つ
か 

Ｂ 

Ｃ 
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二 
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

                                 

【
省
略
】 
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【
省
略
】 
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（
秋
山
虔
「
『
源
氏
物
語
』
の
成
立
」
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
源
氏
物
語
』
①
、 

一
九
九
四
、
小
学
館
、
３
～
６
ペ
ー
ジ
よ
り
作
成
） 

  
 

 

注
１ 

散
佚 

…
… 

散
逸
に
同
じ
。
ま
と
ま
っ
て
い
た
も
の
が
散
ら
ば
っ
て
な
く
な
る
こ
と
。 

 
 

 

注
２ 

狂
言
綺
語
観 

…
… 

仏
教
の
価
値
観
に
よ
っ
て
文
学
や
芸
能
を
罪
悪
と
見
な
す
考
え
方
。
「
狂

言
綺
語
」
は
道
理
や
真
実
を
離
れ
、
人
の
心
を
惑
わ
す
、
巧
み
に
飾
り
立
て

た
言
葉
の
意
。 

 

問
一 

 
 

部
①
～
⑤
の
片
仮
名
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。 

問
二 

 
 

部
あ
～
お
の
語
ま
た
は
文
を
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。 

問
三 

 
 

部
ア
～
ウ
に
つ
い
て
、
例
に
な
ら
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
文
法
的
に
説
明
し
な
さ
い
。 

 
 

 
 

例 

見
い
だ
し
て
ゐ
た
る 

 
 

動
詞
「
見
い
だ
す
」
の
連
用
形
活
用
語
尾
と
接
続
助
詞
「
て
」 

問
四 

 
 

 

部
Ａ
「
装
飾
過
多
の
文
章
」
と
あ
る
が
、
本
文
中
に
引
用
さ
れ
た
『
三
宝
絵
』
序
文
に
使
わ
れ
て

い
る
修
辞
技
法
を
二
つ
、
例
を
挙
げ
て
指
摘
し
な
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問
五 

 
 

部
Ｂ
「
敬
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
」
と
あ
る
が
、
そ
の
理
由
は
な
に
か
、
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。 

問
六 
 

 

部
Ｃ
「
消
閑
の
具
」
と
同
じ
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
語
を
本
文
中
の
古
文
か
ら
抜
き
出
し
な
さ
い
。 

【
省
略
】 
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問
七 

 
 

部
Ｄ
「
モ
ノ
ガ
タ
リ
」
と
片
仮
名
表
記
に
な
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
、
あ
な
た

の
考
え
る
理
由
を
七
十
字
以
内
で
述
べ
な
さ
い
。 

問
八 

 
 

部
Ｅ
「
歴
と
し
た
著
作
に
値
す
る
も
の
で
は
な
い
営
み
で
あ
っ
た
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
本

文
中
の
語
を
利
用
し
て
五
十
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。 
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